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ロンドンロンドンロンドンロンドン銀行間取引金利銀行間取引金利銀行間取引金利銀行間取引金利（（（（LIBOR））））にににに関関関関するするするする一部報道一部報道一部報道一部報道についてについてについてについて 

 

7月19日、一部報道機関より、2005年から2009年にかけて行われたとされている        

英バークレイズ銀行によるロンドン銀行間取引金利（LIBOR）不正操作に関連し、        

クレディ・アグリコルCIBを含む欧州銀行も調査対象となったという報道がありましたが、この

内容に関しましてクレディ・アグリコルS.A.は以下の通り表明致します。 

 

− 2005年から2009年にかけての期間、同行はLIBOR算出パネルには含まれておらず、

パネルに加わったのは2010年11月でした。 

 

− 米ドルLIBOR算出パネルに加わったのは2011年2月でした。 

 

同行は今回の問題においていかなる告発も受けておりませんが、関係当局からの情報提供

要請には全面的に協力しており、今後も引き続き調査に協力してまいる所存です。 

 

以上 

 


